
広島県の郷土料理

【料理名】 うずみ

【コメント】

「うずみ」は広島県福山市の郷土料理で，豊作に感謝していただく料理です。

季節の山の幸や海の幸を入れて具だくさんの汁に新米で炊いたごはんをのせて，

具をかくして食べます。

1619 年（元和 5年），福山藩初代藩主・水野勝成が「倹約政治」を敷いたため，

ぜいたく品とされた鶏肉・えびなどを堂々と食べることができなくなりました。

人々は，見つからないように具をごはんにうずめて食べたため，この名前がついた

といわれています。


